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小学校外国語科（英語）における意欲を高める授業づくり 

－ 学習に対する児童のニーズを重視した指導の視点から － 

 

学習開発分野（19220904）奥 山 智 晶 

 

本研究は，児童の英語学習に対するニーズに焦点を当てた指導が，英語学習に対する児

童の意欲向上に繋がるという指導の有用性について，先行研究の検討や授業実践を通した

分析を行い，ニーズと学習意欲の関連性を明らかにすることを目的とする。その結果，教

師として，一人一人に応じたニーズの把握に努めることの重要さと共に，学習意欲の解釈

の複雑さ，ニーズの生かし方の困難さも明らかになった。 
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１ はじめに 

(1)問題の所在 

次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のま

とめ(2016)では，現行学習指導要領において指導

改善による成果は認められるものの，児童生徒の

学習意欲に関わる課題があると述べている。今井

(2018)は，児童らの英語体験学習の量や質も毎年

変化するため，児童の力量を把握して授業内容や

方法の変更や改善が必要だと論じている。北尾

(2020)は，小学生初期には，感情的な内発的動機

づけが多いが，学年が上がると知的好奇心や探究

心などの認知的な興味を持つようになると述べて

いる。一方で，学年が上がるにつれて内発的動機

づけが低下してしまう課題に対し，感情から認知

レベルへの移行に原因があると指摘している。そ

のため，知的好奇心や探究心に重点を置いた学習

を行うことにより，内発的動機づけを質的に高め

る指導的配慮が必要であると論じている。以上の

記述から，学習に対する意欲を高める工夫が必要

であり，そのために学習者の実態，特に学習者自

身の願いや求めを取り入れた指導が必要ではない

かと考える。つまり，教師は，児童一人一人のニ

ーズを把握し「学習を通してどのような姿になり

たいのか」という児童の実態を理解した上で，学

習活動を組み立てていくことが必要である。その

ため，これまでのような一斉授業のみならず，児

童個々の実態に応じた指導が有効ではないかと考

える。さらに，今井と北尾の論より，小学校高学

年の英語学習において，学習者のニーズを取り入

れることは，外国語科における知的な好奇心や探

究心など認知的な興味を児童にもたせることに繋

がる可能性があると考える。 

前年度の研究において，阿濱ほか(2018)などの

論を踏まえ，奥山(2020)はニーズを「学習者自身

が何を学びたいか，また，既知知識，これまでの

学習経験や教育歴に照らし合わせ，どのような学

びを要求しているのか。」と定義し，指導に取り入

れる重要性を明らかにした。しかし，検討した指

導の在り方が英語学習に対する児童の意欲の向上

に影響するのか検証できていなかった。そのため，

改めて学習意欲について整理し，児童のニーズを

取り入れた授業実践を行うことで児童の学習意欲

にどのような影響があるのかを分析し考察するこ

とが必要であるという課題が生じた。 

(2)研究の目的 

本研究では，以下三点を目的とする。 

一点目は，学習意欲の捉え方を明らかにするこ

とである。二点目は，アンケート調査を行い児童

のニーズを把握した学習意欲を高めるための授業

実践を行うことである。三点目は，授業実践を通

して，特徴的な抽出児の言動を分析することで，

ニーズの把握が学習意欲の向上に寄与するのかを

明らかにすることである。 

 

２ 学習意欲の検討 

(1)学習意欲について 

下山・林(1983)は，「種々の動機の中から学習へ

の動機を選択してこれを目標とする能動的意志活

動を起こさせるもの」として学習意欲を定義して

いる。また，真田ら(2014)は，「学習活動を生じさ

せる内的な動機から，学習態度として表れる現象

面まで広く捉え，『学習への動機を選択して，それ

を実現しようとする欲求・意思』」と学習意欲を定

義している。下山・林と真田らの論より，学習意

欲に関して「学習者自身が学習への動機を選択し

て，目標として実現しようとする」という共通点
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が明らかになった。鹿毛(2015)は，学習意欲につ

いて「『学習意欲』を日常用語として説明するなら

ば，それは『学習に対する意欲』を指す言葉であ

り，『学びたい』という欲求や『学習を成し遂げよ

う』とする意志に根ざした『積極的に学ぼうと思

う気持ち』を意味しているといえるだろう」と述

べている。また，桜井(2004)は，学習意欲につい

て大きく三点に分類して論じている。一点目は，

「内発的動機づけ」で，学習の自発性，学習それ

自体が目標になっている(学習それ自体が面白い)

意欲のことである。二点目は，「外発的動機づけ」

で，学習の外発性，学習それ自体は手段となって

いる(人から言われて仕方なく学習する)意欲のこ

とである。三点目は，「無気力」で，やろうと思え

ば学習ができる状態にあるものの，何かしたいと

いう気持ちがわいてこない状態のことであると述

べている。 

鹿毛(2008)は，学習意欲には「パーソナリティ

意欲」「文脈意欲」「状況意欲」の3水準があると

述べている。①パーソナリティ意欲は，個人に内

在する特質としての安定的な意欲の在り方である。

②文脈意欲は，学習内容や活動領域のような文脈

によって様相の異なる意欲のことである。③状況

意欲は，現在進行形の時間の中で意欲が立ち現れ

る意欲のことである。これら三つは相互に関連し

合っているため，ある一つの側面だけを切り取っ

て学習者の意欲の高低を判断することは難しいと

論じている。さらに学習意欲を規定する要因とし

て，「欲求」，「認知」，「感情」，「環境」という4要

素も動機づけメカニズムに関わっていると述べて

いる。よって，学習意欲とは4つの要素が3つの

水準で相互作用を起こす複雑な仕組みと働きをも

った心理現象であると鹿毛は論じている。 

また，学習意欲について奈須(1996)は，外部か

ら導入された場面ではあるが，そこへの参加は少

なくても心理的には自己決定がなされている場合

があると論じている。外発的な要因によって学習

に参加していたとしても，「分別」という働きによ

り，「価値の内面化」が行われ，学習を進めていく

うちに面白さを発見し，内発的意欲による学習が

展開されるとも奈須は述べている。つまり，学習

者が学習対象に面白さや魅力を感じていなくとも，

指導者は学ぶ面白さや価値の発見へと学習者を導

き，価値の内面化を促すような指導を求められて

いるということである。 

これらの論より，本研究では学習意欲を「学習

者が学習それ自体を目標とし，学習を成し遂げよ

うという意志に根ざした，自発的・能動的に学習

に取り組み学ぼうとする気持ち。」と定義する。さ

らに，指導の留意点として以下二点を挙げる。一

点目は，外発的意欲であっても，学習を進める中

で価値の内面化が行われると，内発的意欲による

学習へと変化するものである。二点目は，学習意

欲は複雑な仕組みと働きをもち，変容を把握する

ためには学習者の心理状況を慎重に理解すること

が必要となるものである。 

 

３ アンケート調査の概要 

(1)ニーズの把握 

 奥山(2020)は，児童の英語に関わる経験，今後

の英語学習においてやってみたいこと，4 技能 1)

等の資質・能力に関する得意度，などを尋ねるア

ンケートを実施し,ニーズの把握と整理を行った。

さらに，整理して明らかになった児童の特徴をも

とに，表1のアンケート項目の「1，4，5」を利用

し，表2のように8つのタイプに再整理した。児

童の英語学習に対するニーズとして，一人一人の

好みや要望が異なっており，その中でも4技能そ

れぞれへの要望が見られた。授業実践における単

元について後述の4章で詳しく記述するが，これ

らのニーズを踏まえた授業を構想し実践した。 

表1 奥山(2020)が実施したアンケート項目 

表2 タイプ別分類表    

 

 

 

 

 

 

(2)学習意欲の測定 

児童の学級の授業場面における学習に関する文

脈的意欲を測定するため，真田ら(2014)は新たに

「学習意欲尺度」を開発している。「よくあてはま

る(4点)」から「あてはまらない(1点)」の4件法

を採用し,4件法の配点より，合計点数が高いほど，

学習意欲が高い傾向の児童であると提起している。

また，この尺度により，学習全般に対する児童の

学習スタイルの好みや傾向を把握することができ

ると考える。 

 

児童の分類 Q1.好き Q2.学習経験 Q3.得意

(a) ○ ○ ○

(b) ○ × ○

(c) ○ ○ ×

(d) ○ × ×

(e) × ○ ○

(f) × × ○

(g) × ○ ×

(h) × × ×

1

1-1

2

3

3-1

4

5

6

7

8

9

10

11

学校での英語の授業や活動で，やってみたいことは何ですか。(複数選択)

学校での英語の授業や活動の感想を自由に書いてください。

学校での英語の授業や活動は好きですか。(理由も)

学校での英語の授業や活動が得意ですか，苦手ですか。

学校での英語の授業や活動の中で，どのようなことが得意ですか。(複数選択)

学校での英語の授業や活動の中で,もっとできるようになりたいことは何ですか。(複数選択)

学校での英語の授業や活動の内容をどれくらい理解していますか。

学校での英語の授業や活動で，好きな活動は何ですか。(複数選択)

どのような国や地域に行きましたか。

質問内容

学校の授業以外で，英語や英会話の勉強をしています。

どのような教室や教材で，英語に関係する勉強をしていますか。

普段の生活の中で，英語に関わることはどれくらいありますか。

これまでに海外旅行をしたことはありますか。
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表3 学習意欲尺度の質問項目 

(3)英語学習に対する情意要因の測定 

カレイラ(2007)は，英語学習に対する情意要因

を測定する Motivation and Attitudes Toward 

Learning English Scale for Children(MALESC)

を使用している。MALESC は 19 の質問項目から構

成され，「はい」(4点)から「いいえ」(１点)の4

件法を採用している。カレイラ(2007)における 4

件法の配点より，点数が低い項目ほど，その項目

が英語学習に対する情意要因として強く関わって

いるといえる。従って，この尺度により，英語の

学習に対する児童の気持ちや目的などを把握する

ことができると考える。 

表4 MALESCの質問項目 

(4)英語に対するイメージ記述調査 

 英語に対する印象について，単元の実施前後に

おいて記述による調査も実施した。表5は質問項

目である。単元前のQ1～Q3は，児童の英語学習

に対するニーズを把握し，授業づくりの参考とす

るためにこのような項目を設定した。特に，Q1，

Q2は，これまでの英語の授業に対する児童のイ

メージを確認すること，4技能の習得にあたって

児童が難しいと感じる内容を把握することの二点

を目的としている。Q3は児童が英語の習得にあ

たり，どのような目的や，必要感をもっているの

か，その内容や質を把握することを目的としてい

る。単元後のQ1，Q2は単元前との変容を比較す

るためにこのような内容を設定した。Q1は，筆

者の授業を行ってからの英語の授業へのイメージ

や印象の変容を把握することを目的としている。

Q2は，単元前のQ3と同一の内容で，授業を行っ

てからの英語の学習に対する目的や必要感の変容

を把握し，次の単元の学習内容を検討する際の材

料とすることを目的としている。具体的な回答の

内容に関しては，後述の抽出児の分析内で扱うも

のとする。 

表5 英語に対するイメージ記述調査の質問項目 

(5)分析の方法 

奥山(2020)が実施した児童の英語学習に対する

ニーズを調査するアンケートを，本研究における

単元の前に実施し，児童の英語学習に対するニー

ズを把握した。また，学習前の児童の学習意欲や

英語学習に対する情意要因を把握するために，先

述した真田ら(2014)とカレイラ(2007)の質問項目

を使用したアンケート調査を単元前のみ実施した。

その後，結果をもとにニーズを取り入れた授業実

践を行った。先述した学習意欲の指導の留意点で

ある「学習意欲は複雑な仕組みと働きをもち，変

容を把握するためには学習者の心理状況を慎重に

理解することが必要となること」から，数値上の

比較ではなく，児童の内的な変容を捉える必要が

あると考えた。そのため，より児童の内面的な心

理現象を捉えようと試みた。単元内では振り返り

を行い，単元後には英語学習に対するニーズを調

査するアンケート，英語に対するイメージ記述調

査を行った。これらのアンケートの結果を踏まえ

て，特徴的な抽出児の言動を分析する。分析する

際には，記述内容の変容に注目する。 

((11))授授業業がが始始ままっったたらら，，すすぐぐににノノーートトををととるるここととががででききてていいるる。。

((22))先先生生のの指指示示ににすすぐぐにに従従ううここととががででききてていいるる。。

((33))次次のの学学習習にに備備ええてて，，宿宿題題ををききちちんんととすするる。。

((44))授授業業中中，，授授業業にに関関係係ののなないい話話ははししてていいなないい。。

((55))授授業業開開始始ののチチャャイイムムがが鳴鳴っったたらら，，すすぐぐにに着着席席ををすするるここととががででききてていいるる。。

((66))課課題題ににすすぐぐ取取りり組組むむここととががででききてていいるる。。

((77))むむずずかかししいい課課題題ににももああききららめめずずにに取取りり組組むむここととががででききてていいるる。。

((88))11人人でで課課題題にに取取りり組組むむ時時間間にに，，11人人でで集集中中ししてて課課題題にに取取りり組組むむここととががででききてていいるる。。

((99))自自分分のの意意見見をを発発表表すするるここととががででききてていいるる。。

((1100))わわかかららなないいととききはは，，先先生生にに質質問問すするるここととががででききてていいるる。。

((1111))先先生生のの説説明明やや友友達達のの意意見見にに相相づづちちををううつつここととががででききてていいるる。。

((1122))次次にに何何ををすすれればばいいいいののかかわわかかららなないいととききはは，，先先生生にに質質問問すするるここととががででききてていいるる。。

((1133))先先生生やや友友達達のの意意見見ににつついいてて，，ななるるほほどどとと思思っったた時時ににううななづづここととががででききてていいるる。。

((1144))授授業業のの終終わわりりにに，，次次のの授授業業もも頑頑張張ろろううとと思思うう。。

((1155))ククララススでで学学ぶぶ雰雰囲囲気気ははいいごごここちちががよよいい。。

((1166))授授業業のの内内容容はは興興味味ががわわきき，，ひひききつつけけらられれるる。。

((1177))学学校校のの授授業業はは楽楽ししいい。。

((1188))勉勉強強のの仕仕方方がが上上手手だだとと思思うう。。

((1199))よよいい成成績績ををととるるここととががででききるるとと思思うう。。

((2200))授授業業でで出出さされれたた問問題題やや課課題題ををううままくくででききるるとと思思うう。。

((2211))授授業業のの内内容容をを予予習習すするるここととががででききてていいるる。。

((2222))授授業業でで学学力力ががつついいてていいるるとと感感じじるる。。

((11))英英語語のの授授業業ははととててももたたののししいいでですす。。

((22))英英語語のの授授業業ののああるる日日はは楽楽ししみみでですす。。

((33))習習っったた英英語語ををももっっとと使使っっててみみたたいいでですす。。

((44))ももっっとと英英語語のの授授業業ががああっったたほほううががいいいいでですす。。

((55))いいろろいいろろなな外外国国ににいいっっててみみたたいいでですす。。

((66))外外国国ののおお友友達達ををたたくくささんん作作りりたたいいでですす。。

((77))英英語語がが上上手手ににななっってて外外国国のの人人とと話話ししててみみたたいいでですす。。

((88))外外国国にに住住んんででみみたたいいでですす。。

((99))外外国国ののここととををももっっとと知知りりたたいいでですす。。

((1100))中中学学校校にに入入っってて英英語語のの勉勉強強でで困困ららなないいよよううにに勉勉強強ししまますす。。

((1111))大大人人ににななっったたらら自自分分ににととっってて必必要要ににななるるとと思思ううののでで，，
　　　　英英語語をを勉勉強強ししまますす。。
((1122))将将来来ななりりたたいい仕仕事事ののたためめにに英英語語をを勉勉強強ししまますす。。

((1133))高高校校やや大大学学にに入入るるたためめにに必必要要ななののでで英英語語をを勉勉強強ししまますす。。

((1144))おおううちちのの人人はは英英語語ががととててもも大大切切だだとと思思っってていいまますす。。

((1155))おおううちちのの人人はは私私がが英英語語ががででききるるよよううににななるるここととをを望望んんででいいまますす。。

((1166))おおううちちのの人人はは英英語語をを一一生生懸懸命命勉勉強強ししななささいいとといいいいまますす。。

((1177))英英語語のの授授業業ででみみんんななよよりりででききなないいとと心心配配でですす。。

((1188))英英語語のの授授業業中中ははななんんととななくくいいつつもも心心配配でですす。。

((1199))英英語語のの授授業業でで答答ええたたりり，，発発表表すするるととききどどききどどききししまますす。。

授授業業前前

授授業業後後
11..本本授授業業((奥奥山山先先生生のの授授業業))をを通通ししてて英英語語のの授授業業へへのの印印象象はは
　　どどののよよううにに変変わわりりままししたたかか？？
22..将将来来英英語語をを話話せせるるよよううににななっったたららどどんんななここととををししたたいいでですすかか？？
　　((どどんんなな場場面面でで英英語語をを使使っってていいききたたいいでですすかか))

22..ここれれままででのの外外国国語語活活動動・・英英語語のの授授業業のの中中でで難難ししかかっったたななとと
　　感感じじたたここととをを書書いいててくくだだささいい。。

11..ここれれままででのの外外国国語語活活動動・・英英語語のの授授業業のの中中でで楽楽ししかかっったた思思いい出出をを
　　書書いいててくくだだささいい。。

33..将将来来英英語語をを話話せせるるよよううににななっったたららどどんんななここととををししたたいいでですすかか？？
　　((どどんんなな場場面面でで英英語語をを使使っってていいききたたいいでですすかか))
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４ 授業実践とその概要 

(1)日時：2020年10月12日～11月9日 

(2)対象：山形市内A小学校第6学年B組28名 

児童は，2018年度に外国語活動，2019年度から

は教科としての外国語を学習している。 

(3)教材 外国語科・NEW HORIZON Elementary 
English Course Unit5「We all live on the Earth」 

(4)目標 

知識・技能 

食物連鎖（フードチェイン）について伝えたい内容を整

理し，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことがで

きる。 

思考力・判断力・表現力等 

食物連鎖（フードチェイン）について発表するという単

元終末に設定した具体的な課題に対し，情報を整理しな

がら発表したい題材やその構成について考え，自分の考

えを英語で表現することができる。 

学びに向かう力・人間性等 

英語で伝え合うことの楽しさなどを実感しながら，食物

連鎖（フードチェイン）について発表する，という単元

終末に行う言語活動に向かって，見通しをもってグルー

プごとに友達と協力して課題解決を行い，学習課題に対

する自らの学びの様子や過程を振り返ることを通して，

よりよい発表のために粘り強く学習に取り組もうとし

ている。 

(5)単元計画(全6時間扱い) 

 主な学習活動 

1 

・動物名や自然の場所の言い方について，慣れ親しむ 

・単元の目標とゴールの活動(英語のプレゼン発表)を確

認する 

・やってみたい発表タイプを選択する 

2 

・Where do ~ live?/ ~ live in …/ What do ~ eat?/ ~ eat 
…/ の表現に慣れ親しむ 

・発表タイプを最終決定する 

3 

・Where do ~ live?/ ~ live in …/ What do ~ eat?/ ~ eat 
…/ の表現に慣れ親しむ 

・ペアでキーセンテンスの練習をする 

4 
・全体でキーセンテンスの確認をする 

・グループごと発表の構想を考える 

5 
・分からない単語の尋ね方を確認する 

・グループごとに発表準備，練習をする 

6 
・グループごとに発表の最終確認をする 

・グループごとに発表する 

(6)単元の特徴 

実施にあたり，学習意欲を高める手立てとして，

以下二点のような取り組みを行った。 

一点目は，発表のための表現方法を自己選択す

る点である。ニーズをもとにした表現方法を提示

し，その表現方法を自己選択・自己決定すること

が学習意欲へと繋がるのではないかと考えた。そ

のため，授業内では授業前に行った児童のニーズ

を調査するアンケートをもとに表現方法のタイプ

を考え，児童が選択できるようにした。タイプは

A～Cの3タイプである。Aタイプは，発表で紹介

する動物のイラストカードを示しながら発表する

方法である(4技能のうち「話す」ことに重点を置

いたタイプである)。Bタイプは，紹介する動物の

イラストを1枚の画用紙に貼りつけ，動物名を英

単語で書き込んだり食物連鎖の関係を矢印で示し

たりしながらポスターを作成し，それらを示しな

がら発表する方法である(4技能のうち「話す」こ

とと「書く」ことに重点を置いたタイプである)。

C タイプは，会話場面などのスキット形式で発表

する方法である(4技能のうち「話す」こと-「やり

とり」に重点をおいたタイプである)。これまでの

外国語の授業では，一斉に同じ内容の学習を行う

ことがほとんどであった。しかし，授業前に行っ

たアンケートでは，一人一人の得意不得意や，や

ってみたい活動は異なっていた。そのため，教師

が授業でねらいとすることとのズレが生じてしま

うのではないかと推察する。英語でプレゼンする

というゴールとなる言語活動は設定するが，発表

のための表現方法や発表に向けての学び方を選択

できるようにすることで，できる限り個人のニー

ズに応じた授業を目指したいと考えた。 

二点目は，児童が学習の見通しをもつことがで

きるようにした点である。具体的には，単元の 1

教時目に単元全体の学習計画表を配布し，終末に

行う言語活動を提示，さらに授業冒頭ではToday’s 
Goalとして毎時間めあてを示した。終末に行う言

語活動の提示では，児童が発表の具体的なイメー

ジをもつことができるよう，筆者と実習校の外国

語専科教員，ALT の 3 名で発表のデモンストレー

ションを行った。これらの取り組みは，先述の本

研究における学習意欲の定義である「学習者が学

習それ自体を目標とし，学習を成し遂げようとい

う意志に根ざした，自発的・能動的に学習に取り

組み学ぼうとする気持ち。」とも関わってくること

である。学習の目的や最終的に目指す活動を明確

に示すことにより，「学習者が学習それ自体を目標」
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として学習に取り組むことが促されると考えられ

る。学習者自身がその学習におけるゴールのイメ

ージをもって学習に臨むことができるようにした

いと考えた。 

５ アンケート結果と抽出児の分析と考察 

 先述したアンケート調査及び授業実践をもとに，

以下の抽出児の分析と考察を行う。 

(1)抽出児A 

①A児の分析 

 A 児は特に通塾や市販の教材の利用は無く，学

校の授業でのみ英語の学習を行っている児童であ

る。表1に示したニーズを調査するアンケートに

おいて，A 児は英語が好きであり，比較的得意で

あると捉えている。特に，4 技能のうち聞くこと

と話すことを得意としているが，おおよそ4技能

全体への意欲を有している児童である。特に，外

国の文化や生活について調べたり話し合ったりす

ることや，英語を使って表現したりすることを好

み，単語を書くような活動を望んでいる。 

 学習意欲尺度において，88点中76点であった。

特に，表4で示した項目のうち，後述するB児と

比較すると，A 児はわからないときに先生に質問

することができていること，先生や友達の意見に

対してうなずく等反応することができていること，

クラスで学ぶ雰囲気を居心地がよいと感じている

ことが特徴として挙げられる。 

 英語学習に対する情意要因を測定する MALESC

において，外国に対する興味関心が高く，目標や

目的のために英語を勉強するという意識があり，

学習した英語をもっと使ってみたいとも思ってい

る点が特徴として挙げられる。 

 英語に対するイメージ記述調査において，A 児

は以下のように記述している。 

【単元前】 

Q3.英語を話せるようになったらしたいこと： 

読みたい英語の本を読む。外国の人と話す。 

【単元後】 

Q1.英語学習に対する印象の変容： 

もともと楽しいと思っていたが，もっと楽しく面白くなっ

てきた。もっと色々な単語が知りたい。 

Q2.英語を話せるようになったらしたいこと： 

外国の人と会話する。英語の本を読む。多くの外国の人に

日本のことを知ってもらう。 

また，A 児は，授業の振り返りを以下のように

記述している。 

【3教時目】 

食べるもの，住んでいる所の質問とそれに対する答えをし

っかり言えたからよかった。 

【5教時目】 

英語で質問することができたし，プラスワン 2)の言葉も言

えるように練習できた。相手に分かるように発音してでき

た。 

【6教時目】 

日本語でのプレゼンテーションは今までやってきてるので

そんなに難しくはないけど英語では初めてだし聞いている

人に伝わるようにするのに工夫するのが大変だった。 

②A児の考察 

A 児の単元後の英語学習に対する印象は「もと

もと楽しいと思っていたが，もっと楽しく面白く

なってきた。もっと色々な単語が知りたい。」と記

述している。つまり，単元の前から英語学習に対

して面白さや魅力を感じており，単元を通して更

なる面白さを発見していることから，奈須(1996)

で述べられている，学習を進めていくうちに内発

的意欲による学習が展開される「価値の内面化」

が行われていることがわかる。 

このような結果となった要因として，本単元の

学習方法や内容がA児の学習スタイルの好みやニ

ーズに合うものだったのではないかと考え，以下

三点のように考察した。 

一点目は，学習スタイルに関する考察である。

学習意欲尺度の結果より，A 児は周囲と関わりな

がら学習を進めていくことを好むような傾向が読

み取れる。本単元では，単元終末の活動としてグ

ループごとにプレゼンテーション形式での発表を

設定した。グループで協力しながら発表準備・練

習を行うことが求められる。A 児は，内容の構成

や分からない単語について，グループのメンバー

や周囲の教員に積極的に尋ねる様子が見られた。

学習者の好む学習環境と授業内の環境が類似する

ことで，より自発的・能動的に学習に取り組もう

とする気持ちが引き出されると考察する。 

二点目は，学習者のニーズに関する考察である。

ニーズを把握するアンケートより，A 児は単語を

書く活動を望んでおり，英語を使って表現するこ

とを好んでいる。本単元では，タイプBのように

話すことと書くことを重視した発表の表現方法を

選択することが可能であり，プラスワンの言葉や

表現も使えるように声掛けを行った。A 児はタイ

プBを選択し，生き物の名前を複数食物連鎖に取

－ 96 －



 

 

り入れながら，ポスターに単語を書き込む様子が

見られた。さらに，5教時目の振り返りより，プラ

スワンの言葉を入れて練習を行っていたことが分

かる。学習者のやりたいという思いと合うような

学習を選択することができる環境や条件を揃える

ことで，学習前から意欲的な児童の意欲が担保さ

れると考察する。 

三点目は，学習者が見通しをもつことに関する

考察である。MALESC の結果より，A児は目標や目

的のために英語を勉強するという意識があり，学

習した英語をもっと使ってみたいとも思っている。

本単元では，授業冒頭にて単元のゴールとなる活

動を明確に示した。その結果，A 児は単元終末の

表現活動を意識し，先述した本研究における学習

意欲の定義のように「学習者が学習それ自体を目

標」として学習に取り組むことができていたので

はないかと考える。単元終末に行うゴールの活動

や学習の流れを，事前に学習者と共有することで，

学習者は見通しをもつことができ，学習すること

を目標として取り組むことができると考察する。 

(2)抽出児B 

①B児の分析 

B 児は学習塾に通っており，市販の教材などで

も英語の学習を行っている児童である。表1に示

したニーズを調査するアンケートにおいて，B 児

は英語が比較的好きであり，英語が得意であると

捉えている。特に，4 技能のうち聞くことと書く

ことを得意としている児童である。授業の感想は

以下のように記述している。 

【単元前】：授業でくわしく説明されていて良いと思う。 

【単元後】：英語の授業が好きなときもあれば，気が乗らな

いときもある。この学習が好きでもなく嫌いでもない。 

B 児は少し難しい内容の英語を聞いて理解でき

るようになりたいと思っており，読むことや書く

ことも好んでいる。学習内容や英文法に関する詳

しい説明を好ましいと感じている。 

学習意欲尺度において，88点中54点であった。

特に，表4で示した項目のうち，先述したA児と

比較すると，B 児は次の学習に備えて宿題をきち

んとすること，課題にすぐ取り組むことができて

いること，1 人で課題に取り組む時間に 1 人で集

中して課題に取り組むことができていることが特

徴として挙げられる。 

英語学習に対する情意要因を測定する MALESC

において，B児は全ての項目において「まあまあ：

2点」と回答している点が特徴的である。 

英語に対するイメージ記述調査において，B 児

は以下のように記述している。 

 授業の振り返りとしてB児は以下のように記述

している。 

【3教時目】 

生き物の食べる住むことについてのたずねる文を言い合え

たから良かったし，それに対する応答もできた。 

【5教時目】 

プラスワンを考えることができたし，ポスターを完成させ

た。 

【6教時目】 

住んでいる場所，食べ物，虫の名前等分からない単語も知

ることができたし，相手に日本語で何というか等の聞き方

も知れて良かった。 

②B児の考察 

B 児の単元後の英語学習に対する印象は「特に

変わっていない。(好きでも嫌いでもなく)」と記

述している。さらに，単元後の感想でも「英語の

授業が好きなときもあれば，気が乗らないときも

ある。この学習が好きでもなく嫌いでもない。」と

記述している。このような結果となった要因とし

て，本単元の学習方法や内容がB児にとってそぐ

わないものだったのではないかと考え，以下のよ

うに考察した。 

一点目は，学習スタイルに関する考察である。

学習意欲尺度の結果より，B 児はグループや友達

と一緒に学習を進めていくことよりも，一人で

黙々と進める学習スタイルを好んでいたのではな

いかと推察する。本単元では，単元終末の活動と

してグループごとにプレゼンテーション形式での

発表を設定した。グループで協力しながら発表準

備・練習を行うことが求められる。その結果，B児

が好む学習スタイルとのズレが生じたため，単元

後の英語学習に対する印象の変容までは繋がらず，

好きでもきらいでもない，といった状態になった

のではないかと推察する。学習内容に関するニー

ズを把握するだけではなく，学習意欲尺度などを

用いた，学習者の好む学習環境を把握することも

必要であると考察する。 

二点目は，学習者のニーズに関する考察である。

ニーズを把握するアンケートより，B 児は少し難

しい内容の英語を聞いて理解できるようになりた

いと思っており，英文法の学習をやってみたいと
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述べている。本単元ではプレゼンテーション形式

での発表に向けた単語練習やキーセンテンスの練

習，グループ単位での発表練習を行った。その結

果，B児の求めとはズレが生じ，奈須(1996)の「価

値の内面化」が行われなかったため，単元後の英

語学習に対する印象の変容が見られず，好きでも

嫌いでもない，といった状態になったと推察する。

ニーズを把握するアンケートの結果をもとに授業

実践を行う際には，取り入れたニーズにそぐわな

いニーズをもつ学習者も必ず存在し，その学習者

にとっての面白さや楽しさに繋がりにくいという

点に留意することが必要であると考察する。 

一方で，先述した単元後の感想において「英語

の授業が好きなときもあれば，気が乗らないとき

もある。」とも記述している。英語学習に対する印

象の変容が見られなかったB児だが，全く楽しさ

や面白さを感じていなかったわけではないと捉え，

その要因を以下のように考察した。 

先述した6教時目の振り返りにおいて，分から

ない単語や聞き方を知ることができてよかった，

という内容を記述している。授業前半は全体での

活動時間とし，単語の確認や尋ね方の練習などを

行った。その結果，学習内容や文法の詳しい説明

を好むB児は，新しい単語や尋ね方を知ることが

出来たことに対し，達成感や楽しさ，面白さを感

じ，「英語の授業が好きなときもあれば，気が乗ら

ないときもある。」のような記述になったと推察す

る。B 児のような児童も楽しさや面白さを感じる

ことができるためには，グループごとの発表練習

のような時間だけでなく，授業前半に行ったよう

な知識の確認や習得を目指す活動も合わせて行う

ことが必要であると考察する。 

(3)総合考察 

育成を目指す資質・能力の三つの柱に関して，

2017 年告示の小学校学習指導要領解説外国語活

動・外国語編(以下，解説外国語という。)では，

次のようなことが述べられている。「知識及び技能」

の育成に関わることとして，高学年では発達の段

階に応じ，言語能力向上の観点から言葉の仕組み

の理解を促す指導が求められている。B 児のニー

ズと照らし合わせると，B 児は，新たな単語や文

法を知ることやその説明を好んでおり，指導要領

で述べられているような指導も取り入れていくこ

とが必要である。「思考力，判断力，表現力等」の

育成に関わることとして，解説外国語において中

央教育審議会答申は，「精査した情報を基に自分の

考えを形成し，文章や発話によって表現したり，

目的や場面，状況等に応じて互いの考えを適切に

伝え合い，多様な考えを理解したり，集団として

の考えを形成していく過程」の必要性を示してい

る。本実践における授業と照らし合わせると，4，

5，6教時目に行ったグループごとに発表準備や練

習を行う活動にあたる。コミュニケーションの見

通しを立てる過程において，児童が単独で行うこ

とも出来るが，集団として考えをまとめ，創り上

げる活動を設定することも必要である。 

以上のことより，表現活動を行う際には，言語

能力向上や4技能の習得を目指し，知識を習得す

るような時間が必要であると同時に，習得した知

識を活用して自己の考えを整理して表現しようと

したり，集団としてどのように表現するのか検討

したりする時間が，バランスよく取り入れられて

いることが必要であると考察した。また，B 児の

ような児童の意欲をさらに引き出すためには，例

えば，授業前半の知識を習得する時間において，

辞書やタブレット端末を使用し，児童が自ら単語

の意味を調べることができるようにすることも可

能である。ニーズを把握することで，より個に応

じた手立てを講ずることができ，学習に対する意

欲を高めることに繋がると考える。 

 

６ おわりに 

(1)本研究の成果 

 本研究の成果として明らかになった学習意欲を

高めるための，重要な実践上の視点を二点述べる。 

一点目は，A児の分析・考察より，児童の学習に

対するニーズを取り入れた活動を行うことで，も

ともと学習に対して意欲的な児童の意欲も持続さ

せることができるということである。その際，児

童の学習スタイルの好みや学習に対するニーズが，

授業内容や活動と一致していると児童は面白さや

楽しさを感じやすく，それらを積み重ねることで

学習意欲の向上へ結び付くと明らかになった。二

点目は，A児とB児の分析・考察より，授業内で，

言語能力向上や4技能の習得を目指して知識を習

得するような時間と，習得した知識を活用して自

己の考えを整理して表現したり，集団としてどの

ように表現するのか考えを形成したりする時間が

必要だということである。両者をバランスよく取

り入れることが重要である。 
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(2)課題 

 本研究の課題を二点述べる。 

一点目は，実践上の課題である。B児の分析・考

察より，全ての児童のニーズに応えることは難し

く，学習内容とニーズのズレによって学習に対す

る意欲を引き出すことができない場合もあるとい

うことが明らかになった。しかし，そのような児

童も意欲が無いとは言いきれない。学習に対する

ニーズを把握し，可能な限り個に応じた手立てを

講ずることが必要である。二点目は，研究上の課

題である。A 児と B 児以外の児童の中には，振り

返りや感想等の記述が少ない児童やほとんど見ら

れない児童も一定数存在し，意欲の変容を把握す

ることが困難な場合があった。鹿毛(2008)は，意

欲は様々な要因が関わって起きる心理現象である

と述べている。鹿毛の論より，学習意欲の高まり

には様々な要因が関係するため，複数の調査方法

による継続した把握を試みることが必要である。

また，鹿毛(2008)は「『意欲』というのは，現れて

は消えていく心理現象の一つ」であると論じてい

る。鹿毛の論より，学習意欲の変容を調査するに

あたり，学習意欲は短絡的に測定できるものでは

なく，既存の尺度の結果だけで意欲の有無や変容

を判断するのは危険であると考える。児童の心理

状況を慎重に理解していくことが必要である。 

 

注 

1)4技能とは，英語教育における，聞く，話す，読

む，書くという4つの力のことである。 

2)プラスワンとは，単元の表現活動において，キ

ーセンテンスに加えて，既習表現を用いた言葉や

フレーズのことである。 
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